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平
成
二
十
年

十
一
月
二
十
六
日

(

水
曜
日)

号
外
第
九
十
三
号



( )

第
一
条
中

｢

民
法

(

明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号)

第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
法
人

(

以
下

｢
公
益
法
人｣

と
い
う
。)

の
設
立
及
び｣

を

｢

一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法

律
及
び
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の

整
備
等
に
関
す
る
法
律

(

平
成
十
八
年
法
律
第
五
十
号
。
以
下

｢

整
備
法｣

と
い
う
。)

第
四
十
二

条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
例
社
団
法
人
及
び
特
例
財
団
法
人(

以
下｢

特
例
民
法
法
人｣

と
い
う
。)

の｣

に
、

｢

同
法｣
を

｢

整
備
法｣

に
、

｢

青
森
県
知
事
の
所
管
に
属
す
る
公
益
法
人
の
設
立
及
び

監
督
に
関
す
る
条
例｣
を｢

青
森
県
知
事
の
所
管
に
属
す
る
特
例
民
法
法
人
の
監
督
に
関
す
る
条
例｣

に
改
め
る
。

第
二
条
か
ら
第
四
条
ま
で
を
削
る
。

第
五
条
中｢

第
四
条
第
四
号｣
を｢
第
二
条
第
四
号｣

に
、｢

社
団
法
人｣

を｢

特
例
社
団
法
人｣

に
、

｢

第
三
号
様
式｣

を

｢

第
一
号
様
式｣

に
改
め
、
同
条
を
第
二
条
と
す
る
。

第
六
条
の
見
出
し
中

｢

又
は
寄
附
行
為｣
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中

｢

第
六
条｣

を

｢

第
四
条｣

に
、

｢

定
款

(

寄
附
行
為)

変
更
認
可
申
請
書

(
第
四
号
様
式｣

を

｢

定
款
変
更
認
可
申
請
書

(

第

二
号
様
式｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

｢

第
六
条｣
を

｢
第
四
条｣

に
改
め
、
同
項
第
一
号
中

｢

又

は
寄
附
行
為｣

を
削
り
、
同
項
第
二
号
中

｢

社
団
法
人
に
あ
つ
て
は
、
民
法
第
三
十
八
条
第
一
項
本

文
又
は
定
款
に
定
め
る｣

を
削
り
、
同
項
第
三
号
を
削
り
、
同
項
第
四
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同

条
を
第
三
条
と
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中

｢

第
七
条｣

を

｢

第
五
条｣

に
、

｢

又
は
第
三
号｣
を

｢

、
第
二
号
又
は
第
四

号｣

に
、

｢

登
記
事
項
変
更

(

事
務
所
移
転)

登
記
完
了
報
告
書

(

第
五
号
様
式)

を
、
同
条
第
二

号｣

を

｢

登
記
事
項
変
更

(

事
務
所
移
転
、
従
た
る
事
務
所
新
設)

登
記
完
了
報
告
書

(

第
三
号
様

式)

を
、
同
条
第
三
号｣

に
、

｢

第
六
号
様
式｣

を

｢

第
四
号
様
式｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

｢

第
七
条
第
一
号
又
は
第
二
号｣

を

｢

第
五
条
第
一
号
又
は
第
三
号｣

に
改
め
、

｢

理
事｣
の
下
に

｢

若
し
く
は
監
事｣

を
加
え
、
同
条
を
第
四
条
と
す
る
。

第
八
条
第
一
項
中

｢

第
八
条｣

を

｢

第
六
条｣

に
、

｢

第
七
号
様
式｣

を

｢

第
五
号
様
式｣

に
改

め
、
同
条
第
二
項
中

｢

第
八
条｣

を

｢

第
六
条｣

に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
及
び
同
条
第
三
項
を
削

り
、
同
条
を
第
五
条
と
す
る
。

第
九
条
第
一
項
中

｢

公
益
法
人｣

を

｢

特
例
民
法
法
人｣

に
改
め
、
同
項
第
一
号
中

｢

第
九
条
第

一
号｣

を

｢

第
七
条
第
一
号｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

｢

公
益
法
人｣

を

｢

特
例
民
法
法
人｣

に

改
め
、
同
項
第
三
号
中

｢

第
九
条
第
五
号｣

を

｢

第
七
条
第
五
号｣

に
改
め
、
同
項
第
四
号
中

｢

第

九
条
第
六
号｣

を

｢

第
七
条
第
六
号｣

に
改
め
、
同
項
第
五
号
中

｢

第
九
条
第
七
号｣

を

｢

第
七
条

第
七
号｣

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中

｢

公
益
法
人｣

を

｢

特
例
民
法
法
人｣

に
改
め
、
同
条
を
第
六

条
と
す
る
。

第
十
条
中

｢

、
民
法
第
七
十
七
条
第
一
項｣

を

｢

、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す

る
法
律

(

平
成
十
八
年
法
律
第
四
十
八
号
。
以
下

｢

一
般
法
人
法｣

と
い
う
。)

第
三
百
八
条
第
一

項｣

に
、

｢

第
八
号
様
式｣

を

｢

第
六
号
様
式｣

に
改
め
、
同
条
第
一
号
中

｢

社
団
法
人
に
あ
つ
て

は
、
民
法
第
六
十
九
条
本
文
又
は
定
款
に
定
め
る｣

を
削
り
、
同
条
第
二
号
を
削
り
、
同
条
第
三
号

中

｢

民
法
第
七
十
七
条
第
一
項｣

を

｢

一
般
法
人
法
第
三
百
八
条
第
一
項｣

に
改
め
、
同
号
を
同
条

第
二
号
と
し
、
同
条
を
第
七
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(

清
算
人
就
任
等
の
報
告)

第
八
条

清
算
人
は
、
一
般
法
人
法
第
三
百
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
清
算
人

の
就
任
の
登
記
を
し
た
と
き
又
は
一
般
法
人
法
第
三
百
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
一
般
法

人
法
第
三
百
三
条
の
規
定
に
よ
り
登
記
事
項
の
変
更
の
登
記
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
清
算

人
就
任

(

登
記
事
項
変
更
登
記
完
了)

報
告
書

(

第
七
号
様
式)

に
登
記
事
項
証
明
書
を
添
え
て

知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
一
条
を
削
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中

｢

第
十
条｣

を

｢

第
八
条｣

に
、

｢

第
十
号
様
式｣

を

｢

第
八
号
様
式｣

に

改
め
、
同
条
第
二
項
中

｢

第
十
条｣

を

｢

第
八
条｣

に
改
め
、
同
項
第
二
号
中

｢

社
団
法
人
に
あ
つ

て
は
、
民
法
第
七
十
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
及
び
定
款
に
定
め
る｣

を
削
り
、
同
項
第
三
号
を
削
り
、

同
条
を
第
九
条
と
す
る
。

第
十
三
条
中

｢

、
民
法
第
八
十
三
条
の
規
定
に
よ
り｣

を
削
り
、

｢

第
十
一
号
様
式)

に
残
余
財

産
の
処
分
に
関
す
る｣

を

｢

第
九
号
様
式)

に
次
に
掲
げ
る｣

に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え

る
。一

残
余
財
産
の
処
分
に
関
す
る
書
類

二

一
般
法
人
法
第
三
百
十
一
条
の
清
算
結
了
の
登
記
に
係
る
登
記
事
項
証
明
書

第
十
三
条
を
第
十
条
と
す
る
。

第
十
四
条
中

｢

第
十
一
条
第
二
項｣

を

｢

第
九
条
第
二
項｣

に
、

｢

第
十
二
号
様
式｣

を

｢

第
十

号
様
式｣

に
改
め
、
同
条
を
第
十
一
条
と
す
る
。

第
一
号
様
式
及
び
第
二
号
様
式
を
削
る
。

第
三
号
様
式
中

｢第
５
条
｣

を

｢第
２
条
｣

に
、

｢社
団
法
人
名
｣

を

｢法
人
名
｣

に
改
め
、
同

様
式
を
第
一
号
様
式
と
す
る
。

第
四
号
様
式
中

｢第
６
条
｣

を

｢第
３
条
｣

に
、

｢定
款
(寄
附
行
為
)
変
更
認
可
申
請
書
｣

を

｢定
款
変
更
認
可
申
請
書
｣

に
、

｢定
款
(寄
附
行
為
)
の
｣

を

｢定
款
の
｣

に
改
め
、
同
様
式
を

第
二
号
様
式
と
す
る
。

第
五
号
様
式
中

｢第
７
条
｣

を
｢第
４
条
｣

に
、

｢登
記
事
項
変
更
(事
務
所
移
転
)
登
記
完
了
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( )
報
告
書
｣

を

｢登
記
事
項
変
更
(事
務
所
移
転
､
従
た
る
事
務
所
新
設
)
登
記
完
了
報
告
書
｣

に
改

め
、

｢の
移
転
｣

の
次
に

｢､
従
た
る
事
務
所
の
新
設
｣

を
、

｢及
び
就
任
し
た
理
事
｣

の
次
に

｢
(監
事
)
｣

を
加
え
、
同
様
式
の
注
の
１
中

｢理
事
｣

の
次
に

｢又
は
監
事
｣

を
加
え
、
同
様
式

を
第
三
号
様
式
と
す
る
。

第
六
号
様
式
中

｢第
７
条
｣

を

｢第
４
条
｣

に
改
め
、

｢の
理
事
｣

の
次
に

｢
(監
事
､
代
表
理

事
､
評
議
員
､
清
算
人
､
代
表
清
算
人
)
｣

を
加
え
、｢

(理
事
の
職
務
｣

を｢
(職
務
｣

に
改
め
、

｢及
び
理
事
｣

の
次
に｢

(監
事
)
｣

を
加
え
、
同
様
式
の
注
の
１
中｢の

職
務
を
代
行
す
る
者
の
｣

を

｢又
は
監
事
の
職
務
を
代
行
す
る
者
の
｣

に
改
め
、

｢､
理
事
｣

の
次
に

｢若
し
く
は
監
事
｣

を

加
え
、
同
様
式
を
第
四
号
様
式
と
す
る
。

第
七
号
様
式
中

｢第
８
条
｣

を

｢第
５
条
｣

に
、

｢５
添
付
書
類

�
就
任
し
た
監
事
の
履
歴
書
及
び
就
任
承
諾
書

を

�
社
員
総
会
の
議
事
録
の
謄
本

｣

｢５
添
付
書
類

就
任
し
た
監
事
の
履
歴
書
及
び
就
任
承
諾
書
｣

に
改
め
、
同
様
式
の
注
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。

注
用
紙
の
大
き
さ
は
､
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
縦
長
と
す
る
｡

第
七
号
様
式
を
第
五
号
様
式
と
す
る
。

第
八
号
様
式
中

｢第
10条
｣

を

｢第
７
条
｣

に
改
め
、
同
様
式
を
第
六
号
様
式
と
す
る
。

第
九
号
様
式
中

｢第
11条

｣

を

｢第
８
条
｣

に
、

｢清
算
人
就
職
報
告
書
｣

を
｢清
算
人
就
任

(登
記
事
項
変
更
登
記
完
了
)
報
告
書
｣

に
、

｢就
職
し
た
｣

を

｢就
任
し
た
(清
算
人
に
関
す
る

登
記
の
登
記
事
項
の
変
更
の
登
記
を
完
了
し
た
)
｣

に
改
め
、
同
様
式
を
第
七
号
様
式
と
す
る
。

第
十
号
様
式
中

｢第
12条
｣

を

｢第
９
条
｣

に
改
め
、
同
様
式
を
第
八
号
様
式
と
す
る
。

第
十
一
号
様
式
中

｢第
13条
｣

を

｢第
10条
｣

に
改
め
、

｢書
類
｣

の
次
に

｢及
び
清
算
結
了
登

記
に
係
る
登
記
事
項
証
明
書
｣

を
加
え
、
同
様
式
を
第
九
号
様
式
と
す
る
。

第
十
二
号
様
式
中

｢第
14条
｣

を

｢第
11条
｣

に
改
め
、
同
様
式
の
表
中

｢青
森
県
知
事
の
所
管

に
属
す
る
公
益
法
人
の
設
立
及
び
監
督
に
関
す
る
条
例
第
11条
第
１
項
｣

を

｢青
森
県
知
事
の
所
管

に
属
す
る
特
例
民
法
法
人
の
監
督
に
関
す
る
条
例
第
９
条
第
１
項
｣

に
改
め
、
同
様
式
の
裏
中

｢
民
法
(抜
粋
)

｣

を

｢
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
及
び
公
益
社
団
法
人

及
び
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律

の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
(抜
粋
)

(特
例
民
法
法
人
の
業
務
の
監
督
に
関
す
る
経
過
措
置
)

第
95条

特
例
民
法
法
人
の
業
務
の
監
督
(設
立
の
許
可
の
取
消
し
及
び
解
散
の
命
令
に

に
、

係
る
も
の
を
除
き
､
定
款
の
変
更
の
認
可
､
解
散
し
た
特
例
民
法
法
人
の
財
産
の
処
分

の
許
可
､
解
散
及
び
清
算
人
に
係
る
届
出
並
び
に
清
算
結
了
の
届
出
に
係
る
も
の
を
含

む
｡
)
に
つ
い
て
は
､
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
｡

旧
民
法
(抜
粋
)

｣

｢青
森
県
知
事
の
所
管
に
属
す
る
公
益
法
人
の
設
立
及
び
監
督
に
関
す
る
条
例
｣

を

｢青
森
県
知
事

の
所
管
に
属
す
る
特
例
民
法
法
人
の
監
督
に
関
す
る
条
例
｣

に
、

｢第
11条
｣

を

｢第
９
条
｣

に
、

｢､
公
益
法
人
｣

を

｢､
特
例
民
法
法
人
｣

に
改
め
、
同
様
式
を
第
十
号
様
式
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
改
正
前
の
青
森
県
知
事
の
所
管
に
属
す
る
公
益
法
人
の
設
立
及
び

監
督
に
関
す
る
規
則
第
一
条
に
規
定
す
る
公
益
法
人
が
解
散
を
し
た
場
合
に
お
け
る
改
正
後
の
青

森
県
知
事
の
所
管
に
属
す
る
特
例
民
法
法
人
の
監
督
に
関
す
る
規
則
第
十
条
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
同
条
中

｢

次
に｣

と
あ
る
の
は
、

｢

第
一
号
に｣

と
す
る
。

青
森
県
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
六
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
規
則
第
五
十
号

青
森
県
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

青
森
県
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
細
則

(

平
成
十
年
十
月
青
森
県
規
則
第
九
十
七
号)

の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
の
見
出
し
中

｢

設
立
時｣

を

｢

成
立
時｣

に
改
め
、
同
条
中

｢

に
お
い
て
準
用
す
る
民
法

(

明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号)

第
五
十
一
条
第
一
項
の
設
立
の
時｣

を
削
る
。

第
十
一
条
第
二
項
中

｢

第
四
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
民
法
第
七
十
七
条
第
二
項｣

を

｢

第
三
十

一
条
の
八｣

に
、

｢
清
算
人
就
職
届
出
書｣

を

｢

清
算
人
就
任
届
出
書｣

に
改
め
る
。

第
十
三
条
中

｢

第
四
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
民
法
第
八
十
三
条｣

を

｢

第
三
十
二
条
の
三｣

に

改
め
る
。
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第
四
号
様
式
の(

備
考)

の
４
の
③
中｢に

お
い
て
準
用
す
る
民
法
第
51条
第
１
項
の
設
立
の
時
｣

を
削
る
。

第
九
号
様
式
中

｢清
算
人
就
職
届
出
書
｣

を

｢清
算
人
就
任
届

出
書
｣

に
、

｢就
職
し
た
｣

を

｢就
任
し
た
｣

に
、

｢第
40条
に
お
い
て
準
用
す
る
民
法
第
77条

第
２
項
｣

を
｢第
31条
の
８
｣

に
改
め
る
。

第
十
一
号
様
式
中｢第

40条
に
お
い
て
準
用
す
る
民
法
第
83条
｣

を｢第
32条
の
３
｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

青
森
県
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
六
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
規
則
第
五
十
一
号

青
森
県
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

青
森
県
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行
細
則

(

昭
和
三
十
九
年
十
一
月
青
森
県
規
則
第
百
五
号)

の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
号
中

｢

又
は
寄
附
行
為｣

を
削
り
、
同
条
第
六
号
中

｢

収
支
計
算
書｣

の
下
に

｢

又

は
損
益
計
算
書｣

を
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

青
森
県
建
築
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
六
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
規
則
第
五
十
二
号

青
森
県
建
築
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

青
森
県
建
築
士
法
施
行
細
則

(

昭
和
二
十
五
年
十
一
月
青
森
県
規
則
第
百
十
五
号)

の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
二
号
中

｢

本
籍
地

(

日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
者
の
有
す
る
国

籍
名)

、｣

を
削
り
、
同
条
第
四
号
中｢

又
は
業
務
停
止｣

を｢

、
業
務
停
止
又
は
免
許
の
取
消
し｣

に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

五

法
第
二
十
二
条
の
二
の
講
習
を
受
け
た
年
月
日
及
び
当
該
講
習
の
修
了
証
の
番
号

六

法
第
二
十
四
条
第
二
項
の
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
講
習
を
修
了
し

た
年
月
日
及
び
当
該
講
習
の
修
了
証
の
番
号

第
四
条
第
一
項
中

｢

、
二
級
建
築
士
免
許
証
又
は
木
造
建
築
士
免
許
証

(

以
下

｢

免
許
証｣

と
い

う
。)

を
添
え｣

を
削
り
、
同
条
第
二
項
中

｢

前
項｣

を

｢

第
一
項｣

に
、

｢

か
つ｣

を

｢

前
項
の

規
定
に
よ
る
申
請
が
あ
つ
た
と
き
は｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に

次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

二
級
建
築
士
又
は
木
造
建
築
士
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
二
級

建
築
士
免
許
証
又
は
木
造
建
築
士
免
許
証

(

以
下

｢

免
許
証｣

と
い
う
。)

に
記
載
さ
れ
た
事
項

に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
免
許
証
の
書
換
え
交
付
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
一
条

削
除

第
十
三
条
第
二
項
中

｢

第
十
五
条
の
十
七
第
一
項｣

を

｢

第
十
五
条
の
六
第
一
項｣

に
改
め
る
。

第
十
五
条
中

｢

並
び
に
第
十
七
条
第
一
項｣

を
削
り
、
同
条
第
一
号
イ
中

｢

掲
げ
る
学
校
を｣

を

｢

規
定
す
る
科
目
を
修
め
て｣

に
改
め
、
同
号
ニ
中

｢

前
各
号
に
掲
げ
る｣

を

｢

イ
か
ら
ハ
ま
で
に

規
定
す
る｣

に
、

｢

認
定
す
る
に
必
要
な
資
料
と
な
る
べ
き｣

を

｢

証
す
る
に
足
り
る｣

に
改
め
、

同
条
第
二
号
中

｢

実
務｣

を

｢

法
第
十
四
条
第
一
号
に
規
定
す
る
建
築
実
務｣

に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中

｢

青
森
県
報
で｣

を
削
り
、
同
条
第
三
項
中

｢

第
十
五
条
の
十
七
第
五
項｣

を

｢

第
十
五
条
の
六
第
三
項｣

に
、

｢

準
用
す
る
法
第
十
五
条
の
八
第
一
項｣

を

｢

読
み
替
え
て
準

用
す
る
法
第
十
条
の
九
第
一
項｣

に
改
め
る
。

第
十
八
条
第
一
項
中

｢

第
十
五
条
の
十
七
第
二
項
に
規
定
す
る｣

を

｢

第
十
五
条
の
六
第
一
項
の

規
定
に
よ
る｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中

｢

又
は
寄
附
行
為｣

を
削
り
、
同
項
第
十
号
中

｢

第
十
五
条
の
十
七
第
五
項｣

を

｢

第
十
五
条
の
六
第
三
項｣

に
、

｢

第
十
五
条
の
六
第
一
項
に
規

定
す
る｣
を

｢
第
十
五
条
の
三
第
一
項
の｣

に
改
め
、
同
項
第
十
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

十
一

指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
法
第
十
五
条
の
六
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
条

の
五
第
二
項
各
号
に
該
当
し
な
い
旨
を
誓
約
す
る
書
面

第
十
九
条
中

｢

第
十
五
条
の
十
七
第
五
項｣

を

｢

第
十
五
条
の
六
第
三
項｣

に
、

｢

第
十
五
条
の

四
第
二
項｣

を

｢

第
十
条
の
六
第
二
項｣

に
改
め
る
。
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第
二
十
条
第
一
項
中

｢

第
十
五
条
の
十
七
第
五
項｣

を

｢

第
十
五
条
の
六
第
三
項｣

に
、

｢

第
十

五
条
の
五
第
一
項｣

を

｢

第
十
条
の
七
第
一
項｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

｢

第
十
五
条
の
十
七
第

五
項｣
を

｢

第
十
五
条
の
六
第
三
項｣

に
、

｢

第
十
五
条
の
三
第
二
項
第
四
号
イ
及
び
ロ
に
規
定
す

る
者
に｣
を

｢

第
十
条
の
五
第
二
項
第
四
号
イ
及
び
ロ
の
い
ず
れ
に
も｣

に
、

｢

の
誓
約
書｣

を

｢

を
誓
約
す
る
書
面｣

に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
中

｢
第
十
五
条
の
十
七
第
五
項｣

を

｢

第
十
五
条
の
六
第
三
項｣

に
、

｢

第
十
五
条

の
六
第
三
項｣

を

｢
第
十
五
条
の
三
第
三
項｣

に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中

｢
第
十
五
条
の
十
七
第
五
項｣

を

｢

第
十
五
条
の
六
第
三
項｣

に
、

｢

準

用
す
る
法
第
十
五
条
の
八
第
一
項
前
段｣

を｢

読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
条
の
九
第
一
項
前
段｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

｢

第
十
五
条
の
十
七
第
五
項｣

を

｢

第
十
五
条
の
六
第
三
項｣

に
、

｢

準

用
す
る
法
第
十
五
条
の
八
第
一
項
後
段｣
を｢

読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
条
の
九
第
一
項
後
段｣

に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
中

｢

第
十
五
条
の
十
七
第
五
項｣

を

｢

第
十
五
条
の
六
第
三
項｣

に
、

｢

第

十
五
条
の
九
第
一
項
前
段｣

を

｢

第
十
条
の
十
第
一
項
前
段｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

｢

第
十
五

条
の
十
七
第
五
項｣

を

｢

第
十
五
条
の
六
第
三
項｣

に
、

｢
第
十
五
条
の
九
第
一
項
後
段｣

を

｢

第

十
条
の
十
第
一
項
後
段｣

に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
中

｢

第
十
五
条
の
十
七
第
五
項｣

を

｢

第
十
五
条
の
六
第
三
項｣

に
、

｢

準
用
す
る

法
第
十
五
条
の
十
三
第
一
項｣

を｢

読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
条
の
十
五
第
一
項｣

に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
中

｢

第
十
五
条
の
十
七
第
五
項｣

を

｢

第
十
五
条
の
六
第
三
項｣

に
、

｢

準
用
す
る

法
第
十
五
条
の
四
第
一
項｣

を

｢

読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
条
の
六
第
一
項｣
に
、

｢

法
第
十

五
条
の
十
三
第
二
項
、
法
第
十
五
条
の
十
四
第
四
項｣

を

｢

第
十
条
の
十
五
第
三
項
、
第
十
条
の
十

六
第
三
項｣

に
、

｢

法
第
十
五
条
の
十
五
第
二
項｣

を

｢

第
十
条
の
十
七
第
三
項｣

に
改
め
る
。

第
二
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
２
号
様
式
（
第
２
条
関
係
）

（
表
）

二
級
建

築
士

免
許

証
木

造

（
氏

名
）

年
月

日
生

二
級
建
築
士
登
録
番
号

第
号

木
造

登
録
年
月
日

年
月

日

二
級

建
築
士
法
（
昭
和
２
５
年
法
律
第
２
０
２
号
）
に
よ
り

建
築
士
の
免
許
を
与
え
た
こ
と
を
証
す
る
。

木
造

年
月

日

青
森
県
知
事
（
氏

名
）

印

注
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
縦
長
と
す
る
。



( )

第
四
号
様
式
中

｢実
務
経
歴
書
｣

を

｢建
築
実
務
経
歴
書
｣

に
、

｢建
築
に
関
す
る
実

務
｣

を

｢建
築
実
務
｣

に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
八
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
八
条
第
二
項

第
一
号
の
改
正
規
定
は
、
同
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

建
築
士
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

(

平
成
十
八
年
法
律
第
百
十
四
号)

附
則
第
三
条
第
二

項
、
第
三
項
又
は
第
六
項
に
規
定
す
る
者
が
二
級
建
築
士
試
験
又
は
木
造
建
築
士
試
験
を
受
け
よ

う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
改
正
後
の
青
森
県
建
築
士
法
施
行
細
則
第
十
五
条
第
一
号
イ
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
イ
中

｢

規
定
す
る
科
目
を
修
め
て｣

と
あ
る
の
は
、

｢

掲
げ
る
学
校
を｣

と
す
る
。

３

改
正
前
の
青
森
県
建
築
士
法
施
行
細
則
第
二
号
様
式
に
よ
る
二
級
建
築
士
免
許
証
又
は
木
造
建

築
士
免
許
証
は
、
改
正
後
の
青
森
県
建
築
士
法
施
行
細
則
第
二
号
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の

間
、
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

訓

令

青
森
県
訓
令
甲
第
二
十
九
号

庁

中

一

般

各

出

先

機

関

職
員
の
任
免
等
発
令
事
務
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
六
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

職
員
の
任
免
等
発
令
事
務
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

職
員
の
任
免
等
発
令
事
務
取
扱
規
程

(

昭
和
三
十
九
年
四
月
青
森
県
訓
令
甲
第
十
九
号)

の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
表
の
第
二
十
三
号
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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（
裏
）

講
習
受
講
履
歴

講
習
の
種
別

修
了
年
月
日

修
了
証
番
号



( )

第
二
条
の
表
の
第
二
十
三
号
の
四
中｢

公
益
法
人
等
派
遣
法｣

を｢

公
益
的
法
人
等
派
遣
法｣

に
、

｢

公
益
法
人
等
派
遣
条
例｣

を

｢

公
益
的
法
人
等
派
遣
条
例｣

に
、

｢

公
益
法
人
等
に｣

を

｢

公
益

的
法
人
等
に｣

に
改
め
る
。

第
四
条
の
表
の
第
十
号
及
び
第
七
条
第
一
項
の
表
の
第
一
号
中

｢

公
益
法
人
等
派
遣｣

を

｢

公
益

的
法
人
等
派
遣｣

に
改
め
る
。

別
表
１
の
項
中

｢公
益
法
人
等
派
遣
法
｣

を

｢公
益
的
法
人
等
派
遣
法
｣

に
、

｢公
益
法
人
等
へ

の
一
般
職
の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に
係
る
法
律
｣

を

｢公
益
的
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方
公
務

員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律
｣

に
改
め
、
同
表
23
の
３
の
項
中

｢公
益
法
人
等
派
遣
｣

を

｢公
益
的

法
人
等
派
遣
｣

に
、

｢公
益
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律
｣

を

｢公
益
的
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律
｣

に
、

｢公
益
法
人
等
へ

の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
｣

を｢公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
｣

に
、

｢公
益
法
人
等
の
｣

を

｢公
益
的
法
人
等
の
｣

に
改
め
、
同
表
23
の
４
の
項
中

｢公
益
法
人
等
｣

を

｢公
益
的
法
人
等
｣

に
改
め
、
同
表
32
の
項
中

｢公
益
法
人
等
派
遣
法
｣

を
｢公
益
的
法
人
等
派
遣

法
｣

に
、

｢公
益
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律
｣

を

｢公
益
的
法

人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律
｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

青
森
県
訓
令
甲
第
三
十
号

庁

中

一

般

各

出

先

機

関

青
森
県
職
員
倫
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
六
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
職
員
倫
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

青
森
県
職
員
倫
理
規
程

(

平
成
十
三
年
三
月
青
森
県
訓
令
甲
第
五
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
中

｢

公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例｣

を

｢

公
益
的
法
人
等
へ

の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

青
森
県
告
示
第
七
百
五
十
一
号

平
成
十
二
年
四
月
一
日
青
森
県
告
示
第
二
百
八
十
九
号

(

鳥
獣
の
保
護
繁
殖
上
一
般
に
支
障
が
な

い
と
認
め
ら
れ
る
行
為
の
指
定)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
六
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

第
四
号
リ
中

｢

民
法

(

明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号)

第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ

れ
た
法
人｣

を

｢

一
般
社
団
法
人
若
し
く
は
一
般
財
団
法
人｣

に
改
め
る
。

青
森
県
告
示
第
七
百
五
十
二
号

青
森
県
共
同
利
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
補
助
金
交
付
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
六
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
共
同
利
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
補
助
金
交
付
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
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二
十
三
の
三

公
益
的
法
人

等
派
遣

公
益
的
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に
関

す
る
法
律

(

平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
号
。
以
下

｢

公
益
的

法
人
等
派
遣
法｣

と
い
う
。)

第
二
条
第
一
項
の
規
定
及
び

公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例

(

平
成

十
三
年
十
二
月
青
森
県
条
例
第
六
十
九
号
。
以
下

｢

公
益
的

法
人
等
派
遣
条
例｣

と
い
う
。)

に
よ
り
公
益
的
法
人
等
に

派
遣
す
る
こ
と
。



( )

青
森
県
共
同
利
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
補
助
金
交
付
規
程

(

昭
和
三
十
五
年
十
二
月
青
森
県
告
示

第
八
百
八
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
号
様
式
の
別
紙
の
注
の
１
中

｢公
益
法
人
｣

を

｢一
般
社
団
法
人
等
｣

に
改
め
、
同
注
の
８

中

｢公
益
法
人
｣

を

｢一
般
社
団
法
人
等
｣

に
、

｢社
員
数
(財
団
法
人
｣

を

｢社
員
数
(一
般
財

団
法
人
｣

に
改
め
、

｢
(財
団
法
人
に
あ
つ
て
は
､
寄
付
行
為
)
｣

を
削
り
、

｢､
財
団
法
人
｣

を

｢､
一
般
財
団
法
人
｣

に
、

｢収
支
決
算
書
｣

を

｢損
益
計
算
書
｣

に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

事
業
主
体
が
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
及
び
公
益
社
団
法
人
及
び
公

益
財
団
法
人
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

(

平

成
十
八
年
法
律
第
五
十
号)

第
四
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
例
財
団
法
人
で
あ
る
場
合
に
お

け
る
改
正
後
の
青
森
県
共
同
利
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
補
助
金
交
付
規
程
第
一
号
様
式
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
様
式
の
別
紙
の
注
の
８
中

｢損
益
計
算
書
｣

と
あ
る
の
は
、

｢損
益
計
算

書
又
は
収
支
決
算
書
｣

と
す
る
。

教

育

委

員

会

青
森
県
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
公
益
法
人
の
設
立
及
び
監
督
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
六
日

青
森
県
教
育
委
員
会

青
森
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
七
号

青
森
県
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
公
益
法
人
の
設
立
及
び
監
督
に
関
す
る
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

青
森
県
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
公
益
法
人
の
設
立
及
び
監
督
に
関
す
る
規
則

(

平
成
十
二

年
三
月
青
森
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
二
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

青
森
県
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
特
例
民
法
法
人
の
監
督
に
関
す
る
規
則

第
一
条
中

｢

民
法

(

明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号)

第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
法
人

(

以
下

｢

公
益
法
人｣

と
い
う
。)

の
設
立
及
び｣

を

｢

特
例
民
法
法
人

(

一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団

法
人
に
関
す
る
法
律
及
び
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

(

平
成
十
八
年
法
律
第
五
十
号
。
以
下

｢

整
備
法｣

と
い

う
。)

第
四
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
例
社
団
法
人
及
び
特
例
財
団
法
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

の｣

に
、

｢

同
法｣

を

｢

整
備
法｣

に
、

｢

青
森
県
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
公
益
法
人
の
設

立
及
び
監
督
に
関
す
る
条
例｣

を

｢

青
森
県
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
特
例
民
法
法
人
の
監
督

に
関
す
る
条
例｣

に
改
め
る
。

第
二
条
を
削
る
。

第
三
条
中｢

第
四
条
第
四
号｣

を｢

第
二
条
第
四
号｣

に
、｢

社
団
法
人｣

を｢

特
例
社
団
法
人｣

に
改
め
、
同
条
を
第
二
条
と
す
る
。

第
四
条
の
見
出
し
中

｢

又
は
寄
附
行
為｣

を
削
り
、
同
条
第
一
項
中

｢

第
六
条｣

を

｢

第
四
条｣

に
改
め
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中

｢

又
は
寄
附
行
為｣

を
削
り
、
同
項
第
三
号
中

｢

社
団
法
人

に
あ
っ
て
は
総
会
の
決
議
に
係
る
議
事
録
の
写
し
又
は
定
款
所
定
の
手
続
き｣

を

｢

定
款
の
変
更
の

手
続｣

に
改
め
、

｢

、
財
団
法
人
に
あ
っ
て
は
寄
附
行
為
所
定
の
手
続
き
を
経
た
こ
と
を
証
明
す
る

書
類｣

を
削
り
、
同
条
第
二
項
中

｢

第
六
条｣

を

｢

第
四
条｣

に
改
め
、

｢

又
は
寄
附
行
為｣

を
削

り
、

｢

公
益
法
人｣

を

｢

特
例
民
法
法
人｣

に
改
め
、
同
条
を
第
三
条
と
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中

｢

公
益
法
人｣

を

｢

特
例
民
法
法
人｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中

｢

社

団
法
人
に
あ
っ
て
は
総
会
の
決
議
に
係
る
議
事
録
の
写
し
又
は
定
款
所
定
の
手
続
き｣

を

｢

定
款
所

定
の
手
続｣

に
改
め
、

｢

、
財
団
法
人
に
あ
っ
て
は
寄
附
行
為
所
定
の
手
続
き
を
経
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類｣

を
削
り
、
同
条
を
第
四
条
と
す
る
。

第
六
条
の
見
出
し
中

｢

及
び
監
事｣

を

｢

、
監
事
及
び
評
議
員｣

に
改
め
、
同
条
第
一
項
中

｢

公

益
法
人｣

を

｢

特
例
民
法
法
人｣

に
改
め
、

｢

、
理
事｣

の
下
に

｢

、
監
事
及
び
評
議
員

(

一
般
社

団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律

(

平
成
十
八
年
法
律
第
四
十
八
号
。
以
下

｢

一
般
法
人

法｣

と
い
う
。)

に
規
定
す
る
評
議
員
を
い
う
。)

｣

を
加
え
、

｢

第
七
条
第
一
号｣

を

｢

第
五
条

第
一
号｣

に
改
め
、

｢

当
該
理
事｣

の
下
に

｢

、
監
事
及
び
評
議
員｣

を
加
え
、
同
条
第
二
項
中

｢

第
八
条｣

を

｢

第
六
条｣

に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
と
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中

｢

公
益
法
人｣

を

｢

特
例
民
法
法
人｣

に
改
め
、
同
項
第
一
号
中

｢

第
九
条
第

一
号｣

を

｢
第
七
条
第
一
号｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

｢

公
益
法
人｣

を

｢

特
例
民
法
法
人｣

に

改
め
、
同
項
第
三
号
中

｢

第
九
条
第
五
号｣

を

｢

第
七
条
第
五
号｣

に
改
め
、
同
項
第
四
号
中

｢

第

九
条
第
六
号｣

を

｢

第
七
条
第
六
号｣

に
改
め
、
同
項
第
五
号
中

｢

第
九
条
第
七
号｣

を

｢

第
七
条

第
七
号｣

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中

｢

公
益
法
人｣

を

｢

特
例
民
法
法
人｣

に
改
め
、
同
条
を
第
六
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条
と
す
る
。

第
八
条
中

｢

公
益
法
人｣

を

｢

特
例
民
法
法
人｣

に
、

｢

民
法
第
六
十
八
条｣

を

｢

一
般
法
人
法

第
百
四
十
八
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
又
は
第
二
百
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
第

二
項
若
し
く
は
第
三
項｣

に
改
め
、

｢
(

設
立
許
可
の
取
消
に
よ
る
場
合
を
除
く
。)

｣

を
削
り
、

同
条
第
六
号
中

｢

又
は
寄
附
行
為｣

を
削
り
、
同
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
九
条
第
一
項
中｢

公
益
法
人｣

を｢

特
例
民
法
法
人｣

に
改
め
、｢

又
は
寄
附
行
為｣

を
削
り
、

同
条
第
二
項
中

｢
公
益
法
人｣

を

｢

特
例
民
法
法
人｣

に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
十
条
中

｢

第
十
条｣
を

｢

第
八
条｣

に
改
め
、
同
条
を
第
九
条
と
す
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中

｢

公
益
法
人｣

を

｢

特
例
民
法
法
人｣

に
、

｢

民
法
第
七
十
七
条
第
一
項｣

を

｢

一
般
法
人
法
第
三
百
八
条
第
一
項｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

｢

民
法
第
七
十
七
条
第
二
項｣

を

｢

一
般
法
人
法
第
三
百
十
条
第
一
項
又
は
第
二
項｣

に
、

｢

、
清
算
中
に
就
職
し
た
清
算
人
に
つ

い
て
登
記｣

を

｢

清
算
人
の
登
記
を｣

に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
、
同
条
を
第
十
条
と
す

る
。

３

一
般
法
人
法
第
三
百
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
一
般
法
人
法
第
三
百
三
条
の
規
定
に
よ

り
登
記
事
項
の
変
更
の
登
記
を
し
た
と
き
は
、
登
記
事
項
証
明
書
を
添
え
て
そ
の
旨
を
教
育
委
員

会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条
中

｢

公
益
法
人｣

を

｢

特
例
民
法
法
人｣

に
改
め
、
同
条
を
第
十
一
条
と
す
る
。

第
十
三
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
な
さ
れ
て
い
る
公
益
法
人
の
基
本
財
産
の
処
分
等
の
承
認
の
申
請

は
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
承
認
の
申
請
と
み
な
す
。

青
森
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
十
四
号

庁

内

一

般

各

出

先

機

関

所

轄

教

育

機

関

青
森
県
教
育
委
員
会
職
員
倫
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
六
日

青
森
県
教
育
委
員
会

青
森
県
教
育
委
員
会
職
員
倫
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

青
森
県
教
育
委
員
会
職
員
倫
理
規
程

(

平
成
十
三
年
三
月
青
森
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
九
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
中

｢

公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例｣

を

｢

公
益
的
法
人
等
へ

の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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